
〈研究紹介〉

宇宙輸送の革新

宇宙科学研究所稲谷芳文

手:'Lijへものを運ぶ手段としてのロケ y 卜は出米

kがってから folIO年にむなリますが.技術的に成

熟したと云えるでしょうか?質的な怠味む含めて

更に進化させることは可能でしょうか。我q はこ

の問題について色4 と巧一えて仕事をしています。

ここで云う輸送とは地 kから地球周回軌道への輸

送のことです。

将来の宇宙輸送システムを与えるときまず問題

となるのは何を運ぶかということです。ただ新し

い技術が欲しいからという目的では税金の無駄使

い t~ という批判lには j'l' /~耐えられませんし.今の

ように世の中の景気が必くなるといっぺんに頗挫

してしまいます。「字'凶の1士E判ま Artificial Mar

kel t.ご」といった人がいましたが. これはある意

味の点理を言い当てていて.新しいロケットを

1乍りたい人が同時に上でやる仕事も考えるとい

うやり方では WI] えば.{j油を巡ぶからタンカ を

作ろうとか.外国に行きたいから飛行機を作ろ

うとかいう単純で明解な必然性がでてこないわ

けです。宇宙町 fのロケソトはその科学ミッショ

ンという明篠な目的のために必要にして卜分な能

力を発展させる形で開発されてきました。目的が

はっきりしているという意味でうまく凶転するの

は当然、と云えるでしょう。ところがビジネえの IU:

界で現状で商売としてペイしているのは~波を地

上にばらまいて広れ専くお金を*めるやり !J の通

信や放送という分野ですが.これだけでは今のロ

ケソトでも卜分ということになって， Trfi 輸送は

革新されなくてよいということになってしまいま

す。ここではこの輸送の FI (\(j そのものについて s論

じるニとは本旨ではありませんが目的なしの輸送

手段は iii なる研究て 'Tax Payer をそiLほど甘くみ

てはいけないと知 l るべきです。逆の 3い方をすれ

ばいま言ったような明解な肘的があれば輸送シス

テムというのは必然的にいやでも作らなければな

らないわけです。もう少し小長期的に巧えると革
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単段式ロケット。どこも鎗てないで何回でも使える。

新的な輸送千段が必要なものは作IJ えばエネルギ利

用手段としての太陽発電f:~i )，1 の処設のための安f1Ui

で大 liiの輸送( WI] えば山 1::1 でのダム建設のための

資材輸送のダン 7 カ の憾なイメージを与えてく

ださい)や. JIゆ~されたすγ凶飛行上ーではなく一般

の人を屯ljIや飛行機に乗せるように安全に運ぶこ

とむどということが次の LI t~ となるでしょう。

もうひとつの重要な動機は輸送にかかるコスト

がIfJ山、と云うことです。このコストの訴について

はここで 1・分に触れられませんが.現状の 1止し、総

てロケソトの形式でl'hl JYJ( I甘なコストダウンを凶る

ことは|村雌て:次の時代に|三|燃とすべき数7・は 2

Iiiのコストダウンとム;わ tしこれが実現すると先

伐の目的のliTi をしなくても;前要が生み出されると

いう少々乱暴な議"面もあります。ロケソトのコス

トがIfJJ いことはひとつには.jJ ち|げに千 1111 がかか

るために何 Ii 人とか F人とか忌う人が作I ヵ月も|対

わらなければならないための費用の占める部分が

大きいことと. むうひとつはなんと去って L 一発

Hったら liE' 斗汗てというシステムて'あることによ

ります。この辺リを fH本 (I(jに変えることが鎚であ

ることは μ うまでもあリません。

ロケットは市 NI(jな目的のために ~I~~;;: としてそ

の校術の発注がなされたことは斗41だです。これは

f9IJ えば敵に1Jち込んだミサイノレを再使用するなど

と日った発;世!がでてこないのと|司じで，ロケット

以外の来物と本質的に異なる目的に使用されるた

めに-I!!I f.E ったら治ててしまうことになんのほ抗

も感じないということになっているわけです。勿

治'j ・" iiにでかけるために必安なエネノレギは他の来

物に較べて大きいわけですから技術的な燥しさの

ためにこうならざるを{与なかったわけです均九 i査

に illべる憾にこの頃では技術のi韮品、のおかげでJ17

てないですむロケソトむ現実のものになっている

という主張むあります。我々を合めてサ:甘iの仕事

をやっている人j主はこれが当たり liij となっている

のですが.At物を治ててしまつことにやはリなん

の疑問も抱かない憾なことではなくこの辺で発怨、

を安えてみるべきでは?あるいは中や飛行機を H

的地に着いたからと姶てる人はいませんからこれ

らのフツウの来物と同じ様に宅一えては?というこ

とがここで述べる将米中出輸送ンステムを与える

視点です。

J合てないということはと') L なおさずいったん

宇宙にいったむのがらう一度刈ってくる訳ですか

ら本質的に必要なことは行くためと似るために必

焚ーな妓術があればよい訳です。 ii くためには地卜

から宅公のないところでI也球に部ちてこないだけ

の速度をヲえることが本質ですから. ものを加速

するエンジンのよいものを作ることと機体を軽〈

作ることが11><: も大 'J~なことです。刈ってくること

は行きで与えたi創立をまたゼロに減速するわけで

すが.キいに I也f;J<では行きで獲得したエネルギを

宅えとのl管僚で全部然に変えてしまえるのでエン

ジンなしでこれがタダでできるわけです。) I の|

で I ， ;J じことをする場介を与えてくた'さし、。引 l しそ

の代わりに熱から機体をマj'ることは必要です。

さてこれまでに述べた係な輸送ンステムとして

日正にいろいろの形式のものが提案されています。

1Jち卜げ(この言集もじつは古くさいのですが)

のためのエンジンとしては波状の化'下推進を用い

る|以りは液体水ぷを燃料としたエンジンが現実的

な話としては最良のものですが.従米のロケソト

では向分で担"、て'行った問主化剤の代わりに大気中

の問責点を i主う形式のいわゆる宅気 l吸い込み式エン

ジンによって効率を上げようという考えの )I~ 行機

のような綴 l* (スペースプレーン)も提案されて

います。もっと微 lほして雫気だけでなく燃料も飽

いてす IJU 速するのは無駄だからレーノレや大他のよう

なもので機体の外からエネルギを与えて加速する

アイデアもあリます。経<f'午る話については新し

い似合材料や合全が開発されて.多段式にしなく

てもよくてどこむ治てない一段式のロケット( 5

5 1' 0 と言います)も既に可能てwあるという人もい

ます。帰ってくるときの訴はスペースンャトノレの

僚に泌をもって飛行機のように軌道から大気に突
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人してさらに JIHi場にノJ( f に，·il，tするものから.

ダル?のようなロケソトをそのまま垂Iiiに地上に

降ろすものまでこれもいろいろな 1]Jι奈があリます M

実際の機体のンステム形態としてここで行った憾

な行きと帰リのし、ろいろな形式を車 lみ令わせるこ

とで、正に全ての組み{r-わせの数た'けのやn自の構

成がJ7 えられますし.実際にむ提案がなされてい

ます。どの形式を選ぶかは校柿j (J(Jな難しさのlEfT

L 勿"詣ですが， WI] えば大 l，t に何物をj'!lfぶのにはど

れがよいかとか. 人だけを illんで総凶'It をトーげる

ために→日に作11111 (, fi ったりフ|えたりするのにはと

れヵ、よいか. という I!p.\に逆 ...i-: 日的に応じてという

ニとになります シャトルの〆I' '11J がよくないのは

この辺の J50 えが 'I';主下端でオールマイティを II 指

したために，ただのi'l:f物を EliJ;のにイ1 人飛行のJ正

午が~てはめられてしまうとか.人だけがちょっ

と行けばよいところを大げさな機体を打ち上げな

いといけないとかいうこと均、ひとつのJ1~巾だとえ

われています ここでもやはり何のために逆ぶか

という議請が川仰でないと. tH米たものが中途半

端になるということでしょう

さてこのような背j;tのもとに -'j-:宙研ではいろい

ろなぷみがなされています その内でJ是々はシス

テム形態や機体構成について検IH し HIMES とい

合再似!口実験機を従'来したり.これまでに述べた

併使用可能な附送システムの必安条 1'1 であるねij立

飛行についての伎術的な諜題について成行実験を

含めた研究を行ってきました ね}選時の大気凶へ

の再突入飛行について I j" うと極必古 i車飛行に|刻す

る空気))"/'，飛行)Jct ， 耐熱梢j主や材料について

の)f;健研究が{(~ですが.本質的に低迷での飛行

に校べて流れのエネノレギが大きいために現象が俊

高エンタルピ気流による耐熱材料の加勲実験。本物

そっくりの再突入環演を作ることはなかなか鍵しい。

有翼飛初体再突入実験後。 HIMESの基礎研究として

日本で初めて場力飛勿体の大気圏への再突入を行った。

維で地上の尖験装 i丘でのm似実験が凶維なことや.

ロケ y トの打ち上げて'は空気の似j栄はこれを tB来

るだけ避けて飛ぶのに対して， j耳炎人飛行ではこ

れを約極的に利用するわけですから相 1 予のことを

史によく知l ることが必要となること，などのため

により多くのM:允すべきテー7が残されています。

側々の技術的な焚一点の研究はともかくとして，腕

を焼くにはとにかくモノを作って飛ばして~，i正し

て比せることが一番の近道て'す。幸いにして宇宙

UJれれ、ろいろな成びi丘共が使える環境にあるので

すからこれを他わない予はない. ということでい

ろいろな成刻機会を利用して実験を絞けています。

ただし.この一環として一連の布拠飛f;l~体の飛行

実験を行ってきましたが.千!j.使用を日指した実験

機などといいながら実はじゃんじゃん海に機体を

姶てていました。x-Ii'!を !15 じつつではあるのです

が.これではやはり技術開発リ的の計l耐iからなか

なか脱却出米ないと言うのが実感です。言行不一

致では閃るのでこの辺リでそろそろ目的を悩えて

本給的に再使用する機体のンステムを作ることを

まじめに巧えたいと思っています。

将来FI!!の輸送y ステムは今存寂しないから将来

型~と去うわけで，存点しないから出来ないという

のではいつまで経っても将来引にはたどリ清けま

せん。7f~るべき円に備えて足岐を鍛えると同時に

現殺と未米のプリ y ジになるような仕 ιI~ をしたい

と思っています。(し、なたに・よしふみ)
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尭令年月日 氏名 異勘司匹項 現 (18)瞳.

(採用)

6.I 佐自斬 下Hi鍬過研究，Un !'.
H 水野町究 j:Hi探作」二学研究呆

制IJ T~

(併任)

6.I. 17 rlj1HI'fF ニ剛大気味岨 i刷所 k it, I，'応m l/t-研究系

Illflr，同期間は平成 教担

Sq:I !J 16 日まで}

二日敏tl 日 nri'jj;'1' r.，恨B問所長 が宙保発1:7研究系

lInH，の朗問I三千成 1'1暗

8年 I J! 16U まてす

お知らせ班>l()oil(車車車融取離>l()OO()OO(>l(車>l(>l(>l(>l(車庫>l()@()oo(斑>l()OO(え三2

*(財)宇宙科学振興会研究助成対象者決定 唱g

(財)宇山科学:振興会(以l本忠弘理事長)では f躍の研究助成事 rt会において.w.:北大学工学部Ill}]

事業の一つである字'出科学に関する研究の助成に 教授・山下博之氏の「宇宙環境における間欠反応

ついてド成 5 年度の研究助成候補者を公募して 装置に|則する研究」に対し研究助成金として 300

いたが，全|司から 20件の応五Eがあ I). 12 月 2 日間 万円を RM 4lーすることを決定した。

*シンポジウム *人事異動

宇宙圏研究会

|制限 H 杓北 6 年 3 H8L1(火)-11 Hω

場 所 *京郎i工大'下訓'立小ホー jレ

&び国際交流会館

八五了市南大沢 l ー 1

問合せ先。宇宙科学術究所研究協力課共|日l利用係

0427(51)3911 (内線 2234.2235)

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 3 月・ 4 月)

3 月 4 月

5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30

M-3SI1-8 総合地1:>1'，、オベテスト

(KSC)
M-V NF 強度 l割減..t験

('j':,lil川臨 )

l 、 2 段扱子分離ぷ験
5T-735-2

分離陣式験 噛合せ

(KSC)

( 川'di6ff民)

M-24SIM燃焼~~試験

(NTCl

, ~ *第 2 回宇宙学校開催される

肝竺4里\I 前々 n の大古が嘘のような快附の

そ事担) F. 1 月初日(I悌 2 lui 判学校が相
似l良市立産業会館でIlfJかれた。これは.昨年に引

き続き行われたもので， 1ぶ!?による 'I'; fl l)の申し込

みは会館ホールの収百年定只をはるかに位える延 750

名の申し込みがあった。 3 時限に分かれた・授業

には，それぞれ小学 5 年 'I' ，から 70-!' 代の約 200 名

が参加し 'j 三日 fの事 H£ ，に耳を傾けた。五 i初に.が j

川校長先生による開講式.秋葉所長のあいさつで

始まり.午， iij rドの l 時限日は「宇宙'への招待」が

テー?で. X 料~ h~ と天の川や太陽系の起源を.午

後一番の 211 糾浪 U は r ， t' ，山・へ飛ひ'出せ」と題して

新しい寸: 'Ji輸送や ;31 止の仲間違について.そして

最後の 3 時限目は「宇'由ーのいのち」て二宇宙生命

や宇宙人がいるのかの授業内容で構成された。ま

た.できるだけ多くの質問を誘うため，それぞれ

の授業では司担当教官 2 人の講話 1時間を 40 分にと

どめた。どの時限でも次々と質問の手が上り.専

門的な質問が相次ぎ.下出への関心の深さをうか

がわせた。(高僑義日目)

肯「五遺構」の渡り初め式

鹿児島宇宙空間観測 l所 (KSC) において. M-V

型打ち上げに向けて-，阜の関係工 !-J';. が行われてい

る中，まず先|埠をきってミュー怖の隣にゆるやか

にカーブした新しい怖が完成し司「五逆橋」と命名

された。愉 Ijlij 側の税位には糸川英夫，高木 *~I而先

生に搬送して I買いた銘板がそれぞれ納められた。
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去る l 月 18 日「五五五椛」の波リ初め式が，雛出

KSC所長.FE常内之浦町長ご犬」ふ久本元， 1-.林

E号、松山の雄代町長ご夫1r. KSC職員， J也疋関係

者など約50人の出席のもと厳粛な中様大に行われ

fニ。

111時 30分から，J，~;華僑」入 U の国近側の広場で

神事が行われ， 12時から包・思棟大会議宅で直会に

移 I) ， f，告の命名には 'M-V引を運JJ附.この怖を

j凶った M-Vlr;~が火.ノ'j(，木， 全， -I の五一つの惑星

に探作機を送り込む」と言う)til待が込められてい

る局の111介などあり， 13時に全日位を終了した。

「五五K怖」は半成 5 年 5 )114 tJに安全祈願祭を

行ってから.約 8 ヵ月間を経ての完成である。そ

のI~ J. (;i l]年にない長雨. 100年にー固という大引の

台風の上陸などの必粂1'1二の 1·1·' での完成であるだけ

に関係者の膏びもひとしおであり.怖もどっしり

とリIj~tに目に写る。一日も早< M-V型がi泊るのが

待たれている。( I斗坂友三)

*M-V型ロケット 1/2段接手強度・同IJ性試験

H下年の 12片に桃造機能試験棟において司 M-V~~

ロケ y 卜の 1/2段篠手の強度・岡IJ'1'1:試験を行い

ました。 1/2段桜子とは， 1¥9:目と 2 段目とを

つなぐ附造であり 1 段目を切り離す機構を備え

ています。この接手には 'f・術研のロケ y トとし

ては初めて 1 段目が完全に燃え尽きていない時

点で l 段 H の切り離しと 2 段 tl の点火を liiJ 時にわ

77 ァイア・イン ザ・ホーノレ (FITH) という方

式を取り入れています。

1/2段後手は，この接手を 2 段目とつなぐた

めの 2 段1則構造， 3 枚のノマネルで円筒をつくって

いる l品l傘ノマネノレ.そして l 段目につながれる鳥か

ご状のラティス構造の大きく 3 つの部分から成っ

ています。開傘ノマネ lレの上下端には FLSC と呼ば

れるおt状の火薬が一周巻き付けられており，この

火薬が 1.1~: 火されるとその爆発力によって闘傘ノマネ

ルの上下端の部分が焼き切られ， 1 段目と 2 段目

が分離されます。それと同時に 2 段目が点火され.

l氏f去の燃焼ガスは 13かごの I，草間を泊り紘けるよ 7

になっています。また，上ド端を焼き切られた|許l

傘パネノレは 2 段闘のノズjレがぶつからないよ 7

にするために.パネによって花びら状に l刻きます。

尖際に比られた万はおわかりでしょうが， M-3

SII'\~ロケソ卜の 1/2 段篠千と比べると ~I"ii'; に

大きしまた.ごつく!必じ，私にとっては大 if に

はやった「大きいことはいいことだ IIJ という C

Mのフレーズを思わず Uずきまずにはいられない

位ですが.繊細さ(ひ 5jd さ?) iJ.1ttね備えた梢遣

になっています。試験では，無事. Wli J哀しではな

らないが f革まで耐えることを刊誌 J し.現イ l~. .詳し

い解析を行っています。 I肖.今年の 3 月に KSC に

てこの接千の分離試験を行つ予 lとです。

(本杉賢治)

*EXPRESS の鹿児島宇宙空間観測所 (KSC)

ミーティング

去る 12 月 2 日と 3 日の両日，今夏に打ち tげ予

定の EXPRESSI"I 収カプセルの射場オペレ ショ

/とその文媛，対ロケソトインタフェースに関す

る打合せが KSC で開催された。宇宙研はこのカプ

セルに尚突入時の熱空気力学五十 iJlt I装置 (RTEX)

を搭峨 L，併せて打ち上げを担当することになっ

ている。本プロジェクトは日本とドイツとの共同

言|幽であるが，カプセルの実製造担 l 当が旧ソ述，

現ロンアということで 3 か国間の国際会議となっ

た。日本側からは宇宙研をはじめ MI T!， NEDO の

MOU 調印機関のほか USEF や関述の組当メーカが，

ドイツilI ll からは DARA ， ERNO ネ土， ロシアからは

DBS と延べ 30 人もの参加をみて予想外の大会議と

なった。会議の焦点は衛 irl 桜備陳や M組み立て室，

特{時十束でのカプセ/レ関連作業の内谷が設備と骨子合

しているかを確認することであったが.一通りの

手順を復習しながら行われたレビューでも大きな

問泌は発見されず，まずは一安心といったところ

であった。 KSC は H乍年の夏巨大台風の l直撃を受け，
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場内のあちこちにその爪痕が'主々しいうえ.折し

も M-Vにむけてあちらこちらで改修作業ーが進行し

ているという状泊tで.打ち|二げまで 9 か JI という

時期を考えると.さぞやj虫採向同の h 々はう<\をも

んだのではと忠われた。おそらくこのEX ドRESS

は川内!HIJ が打ち上げる初めてのロンア製の術J1J と

いうことで.安全に対する 44 え }jや設計 J，~ i\l\の i主

い.ぷ!験やオベレ ンヨンの違いなど多くの相述

山があるが.それもいずれ解決されて社 'fi な経験

になることと思う。打ち|げに向けてまずは射場

とのすり合わせが-¥丸事と報告する。

(川 U 淳一郎)

*オゾン化学の解明をめざし、ロケットを打ち上げ

-2 月 14 日、アンドーヤ基地からー

オーロラの発生機怖を探るtI (I(Jで1J ち卜げられ

た S-520ー 12 り機(ヂ成疋年度)と 14サ機(千成 2

年度)に引き続き.ノルウェ のア/ドーヤ J，U也

から. S-310-22号機がifち卜げられる

今 l叶の U 的は.間変化宅~がオゾンに与える影枠

を酪LiJIIlfn に II!] らかにする 'I~にある。問主化*.，tは，

オーロラの発 'Iヨに II って大;止に ι| ずるが. オゾン

に多大な俊市しをりえるむので L ある。冬JUI.北半

I;J<のオーロラ領域にはfIヵ、当たらず. しかも鉛 III

下向きの F降iNCが存イ正する。生成された闘を化密主

は. I:lが当たらない 'l~により解離されず jillか下

部の成層 l羽まで1ムわって 1i< 。

これまで.係域における般化宅，tの高度分布を

オゾン寄l立と共に JI った i列は無く.今回の新しい

実験によリ.オゾン化
ρ

tの進!廷がll!jj与される。

n ち卜.げは‘ 2J]14 1J 81時57分(現地時間)を

千定しておリ.関係 fi ー|口l 段後のつめに全プJ を傾

倒している H乍今である。(向井tlJ 典)

*桑原助教授 Max PlanckResearchAward

を綬賞

ンステム研究系の桑 J(，( ):I; 日 1\助教妓は 1-. ;1 cの 11 を
フンボルト財同と? ， 7 ス 7 ランク協会よリ J1 与

されました。この t'tはドイツ Aachen 仁科大"f:の

E , Krause教授.フランス0!ice大学の H ， Pe 抑制

教校と継絞的に行っている数 flit ンミュレーンヨン

による流体解析の研'先に対してこの 3 :Y，に !1 'j さ

れた L ので. "iT 金 IOli? Iレクはドイツとよ目外同と

の協力によるさらなる副 f':先に対して fiJiわiLるニと

がJ~jj 寺されています。( ,i% JI 平成)

「第三者評価」を終えて

西田篤弘

'7'rii科学研究所は. II下年 12 月 16 日一 18 n に [EI 内

外のイI ，被告からなる「第究者評価委員会」の，，"I' flni を

うけた。研究所の第 II JYI ，j十画を策定する時期にあ

たって. これまてマ) IJJtll~ を干主観的に"干 1而していた

だこうというのがとな動機て"ある。第二=. 1';による

， j'Hni は i況に東京 k'j!:I'I!'下部物m!'y-教本や )"I!， 1ヒ 'f'・耐f

究所なとて寸 1 われているが. f,\'i1JX:Hが一体となっ

てプロジェクトを推進しているという)，'.1'で. 'j':'di

科学術究所はこれらの機!日!と本質的に Yもなった刊

絡を持っている。そこで. II同人評価や pJf 究主単位

の， .'~l 而ではなく， 7 ロジェクト研究体としての所

そのものを対象とする，;1 '1 耐をお願いするニとにな

った。この店主 1 に )I~'-j "， 、て.所の討~ 1
1

(，:，刊，t' 6. ili
'~'・ hJI から始まリ j三な日f"允成果. さらに 13 米三 1

I ，hj におよぶ治輸なレポートを作成して 10 JI に各 12

H に i針。l した IIJJ 木にまず占 IHiによって r- jliii的

な IHL をいただいた I'. で， 12JJ に会議を作ったの

て“ある。t'~ {キ i止はいずれも屯要な fl'1';をお持ち

になリ. Jlc'i"; に多。忙な }j IzIi かリであった均九全

日が出席してくださった。文末に名簿を付す。議

長はライ 7ー リュスト( ，i，j ヨーロ μ〈宇宙機関

長官 Ii甘7 ，"/クスプラ :---7 研究所総裁)と近雄次

郎( I:l本ザ: If- r会談会長)の l向先生で.評議 H会会

長の小 III 稔光'.1ミには世 z活人としてホ備段階から大

安お III: rVi になった。

委 H 会の!市|ーでは秋泉所長. IJ1 中食阿， JII ，j ~H~ j:-:.f:~\

州川里 ll 't委 IH 乙松 i己L'"{: 15:'Iib毛が所のが "i !I iリJにつ

いて Oij Ip な紹介を行ったのち句所内悦 ??4 をはさん

て:"il~i 発なな}止の交換があった 委員の }J は々 ~i 初

から ~f-. QO 的で.配布したレポートに対して多くの

土i からお，，}めの言葉を品心、た このこともあリ.

当初は絡術会の予定であった会議に併の代表む :H

Itt を汗されてご，古見を m& にうかがい.またご t'1

I~J に符えることができた

td~ 会の公式レポートは少し時!日 lがかかリそ 7

cが， IJJ'I'1 ，)には l15111l li: 凡としてエンセンスの

部分が ift ける凡込みであるが，ご'i E 日では次のょ

っなも のカ'1 :11 象に残っている。
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。 14i J{ を lit 1¥- 1 機打ち|二げることによって'If'先を

淋続(I(Jに発It: させるとし、う宇宙科''j:研究所の }j

jl は jほ L {£・~であ I). "6，持すべきであって，こ

のための r n:~:を 1'，\るべきである

つ科マーと'大 HI がう〉縦されているために. :J.fnif4,iif

;十 1 ， 1 '1 の H'l' i! 担保あるいは r算嫌が科 "f:i! M J,t,ih固

に lJ31平を占えばすことがないといっLI -1'の休ilillは

i世 1 したものであリ.制11すしなけhばならない。

08111の機I.IJ{ Ilfl アンテナによる屯波x x.観測や

小引の探伐機による本f詩的な;，3 l"p， r~ flOというi'.j!

'Pi:の要心をJ':'(:(I(J~挑戦と受けとめ.新しいア

イディアによってこれを実現しようとしている

ニとを，i'l' htli する

文部宵， 'j':'lii 科?61f究所がE諸外凶の研究機関と

，1l1~に↑-til Iじを結べるような|司際協 }Jの枠組みを

円るべきである。

Or'，'，'j機TiEf'?i I，!センターについては.刈|人lに独立し

た組織を 11 るニとによってこれまでのJ'!!， ['， I品調

f,j; :MI が ii'l れることがないよ I. 自己[~を~する

o'j':'，山下r，T学の分野における|主|内には l列のない地

設や円かな人材を'主かし.大γーの教育にさ句に

fl'[極(j(Jに只献することが明ま L ，、。大学院レベ

ルだけでなく.学部段階から関係を強化しては

どうか。

O レポ トはぜひ公Ilr·j n\版物とするように。

iばfJJはどうなるかとひそかに ·L、I犯したこともあ

った第一行.別出であったが. 、宇;ド全い JI1常;古tに山 L 、\.'点l，'，

をいた fた"けそすてで齢ある f委~l以4の 人てで，ある科，，，;:雑

.斗込『ネイチヤ一』防J忘の縦!集i島5 長は. すでに極めて好位

('(Jな立見を rネイチャー』の諸説に 2f-いておられ

る( 8((参!i(~) Inl内外の有力な方々に "j':宙件学研

究所を li< 知って俄くことができたの L ノ"'11I 1~;i十

htlit5 U 会の似慢であうた。民 }J としてを H 会の|斗

川な J主711 を1&けてくださった 'I\:~.fm の件 f"にお札

を1\'し上げる。

(表紙写真撮影:新倉克比古)

第三者評価委員会委員

'j 宙科 ，'tun ヲ'E li)i'I~'I~l~ 荘H 会会 Li

*京大 ?r ，持教 11:. '~I 上院会 U

型化 'γ. 研究 1叶i'l! ・IH と. HE 京人 :7 ー名符教 J1

怯融合科'i': 6汁先 ， iii J土

科学技術会J1，Ji li. ，iii 宇宙開発事業[， II i' 11 'ド長

"本学術会議会長

(株) 'I=.~j作品研究 ftHi ，\1j館長

崎し|ヒ大学長

ミンガン j、''j:教 J1. lilj アノリカ自立っそ 1 ・'Ii i吋科学ん)hと

ケンプリ r ジ大学教 J1

フンボルト Hれ ~i'l! ・IH ネ 'i'i ヨーロ， /、:十 :'I~' 機関長 'I' ~'

r ネイチャー』ゐ t. 制集長

ブリティ y シ斗・コロノビア大?教 u

7tllel 際宇Ii i 航行迎'.V- lMIJ 会長

(日本人委員)

秋本 f~ 一

七%即 l 人

間i ,'; J'/ }.、

大湾弘之

*j!I Ii長 ;k (ll¥

'I' 村 n (
山 i'~~ il'｣J

(外国人委員)

レナード・八・フィスク

マルコルム・ S' ロンゲア

*ライ 7 ・リュスト

ジョノ・ H ・ 7 ド γ クス

ヴィノード・ J .モティ

ヤン・ジアチィ

(世話人)

ノト III

(*印は議長を 'J、す)
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立派な研究所のための処方婆

『ネイチャー』誌編集長 ジョン ·R ・マドックス

ある日本の研究所が，創造的研究のための組織を作り出すためには唱 自律性(及びそれに伴う責任)

と予算上の予測性が有益であることを実証している。

次の r.il三の Mr まリを flU!，"するために，ユネスコ

あるいはそれに矧する組織が世界で紋 L すくれた

研究所に iT を佼けることを考えてはいかがだろう

か。( 'I' 時)その'i'i:は，Jk京の曲にある寸: 'J i科学

Ulf 先月十の~n I二に締くて"あろう。

'iこ:H.i科 '~I・研究所は械めて Ilii Iコいル-"/を作って

いる。その nil身がつくられたのはスブートニクの

少し日ijに点点大学で叫がった始どあらゆる分肝の

宇山研究への"f: IU]iI(J ↑ly 軌であった。米京大学生産

伎術研究所が組織した j泣初の実験は，全長2:，セン

チのロケ， I のノkτI'- ~~Mだった。 1964年吋i までに

は， 1".学部やJln';，:古1\などの人たちが'I'心となって

第一世代の臨lillil ロケソトを処i1iL11ち上げるため

の }J を帯えておリ.次いで1街並1" 1 ち上げに進んだ。

今から lOip Iii)，彼らの後継者i主はJk京のむきく

るしい4;主物かり，五見.(，ーのすばらしく機能的な建物

に修ってきた。そこはがlは米市の 11i ~l~ キャンプだ

った所である。( rl' 略) 次に記述するのは 3 日 )n1

にわたる .fj、の:十'宙科'γ 研究所訪問の/I-\jにつみあげ

た記似ていあリ.それを抗めは.，ある研究所が他の

研究所よりもすぐれているというのはどういうニ

となのかが，幾分でしはっきりすると d巴われる。

まず約ーに大切なのは組織体制lである。，j:'ti i 科

学研究所(の"日身)は来以大学の付置研究所とし

てぷ目されたが.この付出 pJr究所というのは ltij lI

まで大 "1 の研究 iMr !Jを市内的に JZ える日本式のや

リ hだった。ということは'i斗 Ii 料'~'I ・研究所(の

lill 身)はその初めから文部省によって特別に土;え

られていたことを芯:味する。その教 J支匝 II は例外な

く点京大学の tH 身1'，- 1": ヮたが，今では名山)豆大学.

大阪大 "f:， 京都大''';':なとの H~ 身肴も散はされる。

中'd iH ザ研究所のkt:も際、〉った特色は，過去 20 年

に 21 例の人工伐 jM. .探先機を悉< I~ JJ で打ち I. げ

てきたことであり， JJ!.イ五位われているミューシリ

ーズが段初に試験術 J11. r たんせ L 、」を 1971 年に軌

i直に送って以米，打ち卜 eげの失敗は 1970 年代末の

たった一度あるだけである。五 IUJ: の目標は l 年に

l 機の人て l!li j誌を 1) ち|げることであり，この n

ち|げ l時lU I は， 1:!-1'の漁業おの利害からくるタウ

ムノレンジの i! ，IWJ が -II 寺 fl(J に棚上げされる 1 ， 2 月

または 8 、 9)I に IIJ~ られている。( 'I' 略)

しかし.この( I 年に l 機と"Ci 7)数字的な桁

似た'けが.その (f%~: の) "fillil'l'!:(7)学術作 J fJ"J: JJ 性

を完全に lill 央しているわけではない。 l刈え Ii 下'd .i

科r'- 'l・研究所は 4 if.ないし 6 年初に X 線尺止:i 4i J，!を

1" 1 ち LげることをJi JI としているが、それこそ 100

人近くいる l二l 本の X 線大丈ザ者(その%は大学院

生だが)の成長を促進すると共に .i 比新のデータ

を保証し 11';に世界の J此先端の f立法鋭を店主計 Bf.I発

することを通じて研究.(Iーたちの安ボを I前たす.ま

さしく唯一のやり万なのである。

巧妙な ...u、.あるいは見半な手際よさは，この

研究所のもう つの特徴である。下宙科学研究所

が宇宙研究機|則の'I'て ""lt il:も立派な組織である一つ

の例を挙げれば.ある天体と抜 j!J:すること(し、わ

ゆるスウイ/グパイを利用すること)によって.

!浪られたロケットの能力から探 11'機のために政人舎

の通勤 iii; を 1111 き :-B すことができた。すなわち， 1990

年初めに「ひてん」と呼ばれる術矧が軌道に点せ

ら tし 9Inl に投~~:片とのスウィング"イの後に月

までの距離の 3 !庁以|の所にJil:I <J云総門 'I札 i立を i主

!北した。

もっと jftJι1992年になって NASAのケネディ

1・宙セ/ターからアメリカのロケットによって'下

'Iii科プ :jilf 究所の「ジオテイル J 14j J"jj.が打ち卜げら

れたが.これは‘ rjUti:~ 般気凶尾 irll における太陽

。

。



風の挙到J を詳細に鋭ilIl) しつつある。「ジオテイルJ

はすでに地球周リの長惰円軌道上を「ひてん」よ

リむ i主〈に j圭しており. JJI.イ仁も活動中である。

しかし T.夫は他にもあらゆる所に凡られる。 jYlj

えば釣リに用いる大きなリールのようなものに巻

きつける'jl.の 1'-1\ 米る惚雑なワイヤーの求があり司

これは吋動のヒンジによって，物に ZB き H'、てい

ないH年は剛体のブームに早変わりする。 1996年に

11 ち上げが予定されている直後 8m の'it!:波望遠鏡

に!;1 .そのようなf1:jjトけカ，611司j.jけられて L 、る

それは軌道 l二に配iE される世界段初の屯波塑i主主主

であり. VLB1( 組長 jt線電波|ユii);法)の宇宙開連

部分の故初の利用となる。我々に折り紙という'止

しみをうえてくれる人々が. I在 f干わずか2.401 とい

7 怖納スペースの 'I' に直径 8m むの唱法銃をたた

みこむことを III古Eにしたのである。( 'I' 時)

料リ 1TIl~ 、iJJUI~ の千百み l二げも宇'Ii if'トザ研究所の優

れた特徴の一つである。技術I i'{.たちはロケソトが

U/· を続けている II与にテレノ タのデータを取得

するが.それは単にロケ γ 卜の 1段mがIF. "，:;:;である

がをチエソクするためだけでなく.以後の11 ち上

げに使われるロケ γ トの性能を改良する U (I(J を m

f与しているのである。その結*\JJI.イt:f\l:われてい

るロケソト( 3 段式の間体燃料ロケ y トてヘ h立大

1( 径が1.4mlこ制限されている)は.初期の 7 イプ

に Jtべて 3 f/i むの能力を持つに至っている。現在

Ii},)1E'I' のロケ y 卜は. 長さがほとんど I ， ;J じてー直径

が約 2 f古になる( hie の'iL: Wi ~J. j卓鋭の 1J ち上げが

初 JIH j となる)カにそれもこれまでど必リ性能向

l を*たすことに下 'di 科学研究所の人々は. 1'1f言

を作っている

すべての仕白I~がどうしてこんなにうまくいくの

だろうか。それにはいくつかの用出がある 第一

に.宇'山・科学研究所ともっと Millつくられた寸:宙

開発事業団(:--JASDA) との機能の分離がある。 N

ヘ S DAIふたとえばjillfJl:~j Mのような'k llll 削の開

発と打ち tげを課題としておリ. "j':'1 而H 料， ρ乍、下F 目日研!庁 f究F所斤

は F料ト f

によリ.何よりもまず.実用而の寸: 'd.i1i}.1)~がお金を

1止い過ぎても宇宙科学の下鈎カ γ トは起こらない。

第二に.寸'由子ド詐研究所は.技術 I設計から打ち

卜げオベレーンヨンに至るまで.白らが実地する

あらゆる作業について広範聞に責任を持って包'JlI!

を fr: されているという.特別の自律刊を.f.Jしてい

る。

第三に.技術が科，，"，!・と同等のレベ/レで尊i11:され

ている。それぞれの術単ごとに新たに制成される

プロジェ 7 ト・チ ム(通常打ち上げの 5 年前に

作られる)では. l.U 何台と料 'γ. 名4は半等な，、ート

ナーとして仕事をする。宇宙科''1:研究所の}房長 1;1 .

JI~."I・と r:'f~ とから交1i.に iきばれることが多L、。ま

た.合計 100人くらいいる大'~l 院生は.1・fi:i・科学研

究所のスタソフと一緒に作業をしており.たとえ

ば. 19 分たちがささやかなコントロール・ルーム

から指令を出したりする責任を負つことを当然の

引と巧ーえている。

宇宙科学研究所は.人的な j了山でも l;~: さがある。

税イlーのスタ γ フは. )~; .J-lll 日1\1"1(, ，i、くめて 300 人に満

たない(加えて約 100 人の大'γ，院生が|ロl様に仕ーF

をすることは当然と忠われている)。少ない人数て'

あるから.ンニア・ス5' ，フは自分が 2 つも 3 つ

もの H~nの仕$-に百任を持つことは当たり前と宅一

えており.それは欧米のマネ ジメント・スク

jレがイけ fT条のごとくに総リ返している与え }j と

は !'-f っ li ， j から対立している。その結果. .tEJ';J，I，のま ~J

tilII ，\，↑II]を 1 ることは 4:E のまたう炉となってしまうの

であるが.これは II 本においてのみ起こリ ωるこ

となのである。

(才、ィチャー 12JJ 23/301::1サよリ転載.

訳。的川必'， n
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の字宙開発の新しい支え手の誕生です。 す。 CISAS二ユ ス編集委員長総尾弘i

也 州 II ロケット発進
。 きる 2 月 4 日午前7H与20分00秒

まに車に(日本標準時)， tlI子店宇宙センタ

- ーから H-II'\'! ロケ y トの 1 号機が

飛び立ヮた。宇宙開発ギ業flj のこれまでの制式機

II-I 型は l 段同エンジンがアメリカ製だったが.

H-II~は if!!: 日として [_E-7 というエンジンを自

力開発した結栄，上から下まで国産という運びに

なった。

高度 230km でし E-7 が燃焼を終え，第 2 段エンジ

ン LE-5AI こ山、火.発射後 14 分で司大気 l劃再突入尖

験機( OR ビX) を高度約 450km の円軌道に投入した。

28 分後には，ロケ y トの打ち上げ性能硲認刷の試

験衛星 (VEP) を切り離した。 OREX は「りゅう

せし、」司 VEP は「みょうじよう J と命名された。

「りゆっせ "J は地球を一周したあと.計画通

り中部 A'li 洋のクリス 7ス l:h ~lll に着水した。また

*銀河系を取り巻< rマッチヨ J I?

「とうとう? '/チョが見つかったんたずって」

「なによ.それ」

「ほら，伊 IJ の宇'山ーの未知の暗黒物質かもしれない.

円分で光れない尽だよ」

「光らない星がどうして見つかったの」

「光は出さなくても，"イクロ重力レンズになっ

てし、るらしし、よ」

昨年の秋，世界をこんなニュースがかけめぐっ

た。 7"/ チョとは MACHO (MassiveCompact

HaloObjec t)のことである。

私たちの銀河系はアンドロメダ大星雲のような

円鍛引をしている(ように見える)が，同然の凶

転が速くの方でも遅くないのて 1 未知の崎県物質

が大ill:にあるはず.そしてこの未知の物質の正体

は，ニュ トリノなどの素粒子，あるいは.ブラ

ンクホールや褐色わい星などの光らない昆(すな

わち 7 ，，/チョ)のとちらかと考えられていた。

7"/ チョは「重力レン;Z J 現象で発見できるこ

とを， 8 年前にパチンスキーという人が予言した。

「みょうじよう」は近地，占、高度キ'-j 450km ，述地点 iFfJ

度約 36 ， 000km ，軌道傾斜角 28.6 伎の惰円軌道に来

り， 2 トン級衛星を静 jJ 軌道に 1J ち上げる能力が

確かめられた。

わが凶の Ji[xl 去の宇宙開発は， 1955 年東京都下凶

分寺における全長 23cm ‘ Iii1.圭 1 .8cm のペ/ンノレ・ロ

ケソトの水平試射(東京大学生産技術研究所)に

始まり， 1970 年 2 月の日本被初の人工衛 )11. r おお

すみ」の 11 ち tげ(点京大学宇宙航空研究所)に

引き継がれ司その純|五|産の|百 1 f4;:燃料の伝統は fJl. tt

宇'山'科学研究所のミュ ・ロケントによる科学衛

星の 11 ち上げに全山的に継承されている。

1969 年に発足した宇宙開発ギ業凶は，当初アメ

リカの技術導入を行いながら司着実にその技術を

日本の J) 誕で育て上げ，ついに全段凶産の液体燃

料主体のロケントを完成したものである。見事な

l 号機の打ち r.lf であった。( (I(J 川ぷ立)

遠万のクェーサーの光を手前の銀河が 1111 げる「重

力レンス .J 現象はよく知られている。 lT' や? '/チ

ョも周囲の重力士晶をゆがめ，近くを通過する光を

I lI i げる。たまたま地球と速くの県を結ぶ線の上に

7 ッチョがあると，.!fーが明るく見えるはずである。

-<'j チョの場合は銀河と違って小さい星なので r"

イクロ重力レンズ」と名付けられた。

アメリカのア Jレコソクたちが，大 7ゼラ:.--.lP芸

の 180 }i jl 司の H! を l年間観 iHi I し続けた結果， 2j同の

Jj!が数週間にわたって最高 8 i音明るくなった。そ

の咋i光の様子はマイクロ重力レンズの予言とぴっ

たり一致していた。レンズを作る7 ッチョは銀河

系を取り巻いている太陽の10分の l くらいの星で，

較すぎて|分な絞融合反比、を起こせず光らないら

しい。フランスのグループも同じような結果を報

告している。

>"-つかったといってもたった 2 ， 3 個である。

大量に比つかって未知の暗黒物質として認められ

るのは， もう少し先のことであろう。

(Nature誌365巻621-25ページより， 芝井広)
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銀河といえば尽のw‘団。これまでこのンリーズ

で似介されてきたものは司その質Eiの90%以トーが

恒尽で占められている。しかし. '，1£波など可視光

以外の観測が進むにつれ.それ以外にも昼間lガス

の成分があリ 1止はそうしたガスから誕生するこ

とカすわカ‘ってきた。

ビッグパンとともにこの宇宙が誕生し.膨娠し

i令えてくると，素粒 f物理学パリパリの奇妙でエ

ネルギ y シュな状態から.現イt:の宇宙でもありき

たりの物質が持Jillになってくる。特に'ilLチと陽子

とが再結合(初めてくっつくのだから「再」はち

ょっとおかしいが)して. 'I'性の水業原下をつく

ると屯磁波でのはJillしが急によくなる。いわゆる

'j':'EtJ'の II青上がりて“ある。したがって司このころ，

宇宙にある物質は水素原子のガスだけで.まだ星

はできていない。このガスが自己重力で集まって

きて.やがて尽がで.きるということは現イI'.の宇宙

が J]J に満ちていることを知っていれば容易に予想

できる。では，その途中はどうなっているのだろ

うか?星ができてから，それが集まって星の集団

=銀河を作るのであろうか?それとも，まず銀河

サイズの水素ガスの笠ができてから，それが細か

く分裂して星が出来るのだろうか?この疑問に答

えるために，数多くの研究が行われてきた。間接

的な証拠からは前者が都合がよいらしい。しかし，

もっとも直接的な証拠を求めるのならば，星がで

きる前の水素ガスだけで出米ている雲を探せば良

し、

松初の例は. 1983年に.しし座で見つかった。

しかし.その後の観測によると，これは“原始銀

河"とはi主うようである。 M96銀iOJ群のそばで見

つかった.この水ぷガス三:は.その場所に銀iujが

なかったことから当初.原始銀河ガス重:と忠、われ

た。しかし I創立をあげ，より広い範囲を量l! iIl l] し

た結栄， ガスは l直後 1 I交の輪状に銀inJ:IIt令を取り巻

いていることがわかり，輸の中心にある銀河から

はぎ取られたガス，ないしは.そこへ務ち込みつ

つあるガスなのではないかと宅一えられている。

銀河を権成する尽の年荷台を調べると，初期jの銀

河て'は爆発的に足ができたらしい。赤外線天文1街

並 IRAS で発見された天体の距離を iH11 っている途

上て二こうした天体=初期ス 7ーパースト銀河と

おぼしきものが1991年に発見された。赤方{扇移 z

=2.3の.この天体に対し. CO輝線の探有がミリ

波情で行われ. NRA012m鋭で検出成功。野ill 山

45m 鋭・ IRAM30m鋭でも，それを張付ける観測

結果が競争するように続いた。!Iff辺山て'は干渉計

により CO輝線での倣{象も行われ.光学{象に重なる

ように広がっていることが判明した(写点参 liB 。

等強度線はCO. i.農 i主が光学{象 L これは. 901!官、年前

の銀刊Iの誕生の瞬間なのだろうか?

そして. 1991年容，アメリカのウソンらにより.

VLAを用いて，赤方{扇移 z =3.4 の電波銀河の近

くの・何もない"方向で同じ赤方偏移をもっ中性

水ぷl民千ガスが発見された。慎重な確認が行われ

た結*，どうやら宇宙論的に速いところにある巨

大な水素ガス雲であるらし L、。これくらい述いと

大きさや質誌は宇宙モデlレによってしまうのだが，

標準的なモデノレを使うと司大きさ 300万光年，質量

は太陽の 100兆倍となり.原、始銀河団の質量に近い。

やはり銀河は大きな塊から域れてできたのだろう

か?

水素ガスしかなかった字Hiから，それを理解す

る我々人頬を生み出すまでには，さまざまな過程

があったに違いない。宇宙の織成単位である銀河

がどのようにしてできたのか.そのがJい頃の面影

はどうだったのか?原始銀河の様チを知る手がか

リを我々はようやくつかみ始めているのかも知れ

ない。写真提供.国立天文台野辺山，川辺・坂本(和)

(はんだ・としひろ，

見l京大学埋学苦1\天文学教育研究センター)
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a主義 Zヲ AZa
海・山・動物

中村良治

めての選挙が千 jE され， '.I ，J: 人政権誕生は確実て二研

究よリも .1 ，U 人の衣食住へ子 n がまわさ II るのでは

ないかとへノレバーグ教 f~ の .ili たった

i;~ の外のインド洋に匝 l した浜辺にはホテノレと1lJI.

光治:Jl I のアノ Vー|が・ lic び.当面だけで主〈ヨーロ

y ハから L 脊が，;tj iL るそうである 海水浴場には

網ヵ、振られ鮫よけをしていた。 7-パノから内l盗

へ200km 人った所にドラケンスパーグと呼ばれる m

I:',';3200m~&の山町Rが， 2m I古の支のアロエ(殺が

家のアロエと同 for! とはとても思えない)とズ ル

一族の)l' "J、民がl.S: 1'1 する i正から.急にそそり立

っている 4 日ノ、イキンデに t.Uかけた 1111日l を ifi[

れる山らかな川をみつけた学中 j主は氏側で水浴び

をはじめた

せっかくアフリカへ米たのだからサウァンナを

比に行こうと.マラリア千防薬を飲んで''/: J七とレ

/タカーでタ }j ~tへ，，'!けて出発した 3 時II-\Jのド

ライブで小さな凹[のホテルに到泊した。エアコン

無しの古I;M-(はとにかく持 L 、。蚊除けスプレ をま

いて:ぞを全|別にしてベ y ドに入ったが蚊が心配て

おちおち 11KることがIII ;/となかった「笠車II は 5 時に

:1¥~e した。 6 時にはウンフォロージ動物保護区の

ゲート前にいた この{札品|メーには象，ライオ/，

iurH~J. ヒョウ.チータなども生， g，しているが数ヵ、

少ないうえに広大な場所(神奈川県のyo;の耐航)

なので.残念ながら出会えたのはパブーンという

似の一利.白 mL パファロ .麟麟，品I' ::j ，l.!~. '7ロ

コダイノレ. インハラ.ハイエナ等だけだった。立

たらかな.;'( I.以に山々と樹I-.の平たいアカシアが生

えるサヴアンナの光;去であった。

ヘノレバーグ教授主任の物J'! ll 教室はJ'!ll論と実験の

l山) r(u から宇宙プラズ?を研究している世界でも数

少ない大学で，短期間ではあったが何人かの研究

おと知り介う僚会をえ.議論できたことは改めて

ザー II 円に凶境なしの!惑を深くした。

(なかむら・よしはる)

大崎 II の刷 8 11 ,'1 'I土に 1勺江iJfjリに南アフリカ共和

l工l ターバンr! iのルイポ γ タ宅‘佐に圭 II.;'干した シン

ガホ ルで 6 時 11:11 午たされたものの.成 UI を n~ ひ

《勺て I f!以卜粍過している。さすがに南アフリ

カは速い 前日主ではみ I~J 光のナタール大'下のヘル

ノ、ーグ教 ifがにこやかに lH迎えてくれた 大学は

泌を比おろす Ii の l にあり.背後には紋 12かなIi

宅地がひろかヮていた 町はれ 'F，とパスカ、ヒ主交

通千 i生だカ、 fll!千 II とはいえす.大'下から徒歩で 10分

f{の教会の宿泊所にげ l まることになうた 3ft1-1

トイレと皿 U~ Ltjj~lliJ というタイ 7 て'あるが， ~， Il

の多い|判的な f i 宅地の一角にあリ.作|五|か句 ，;J ill

た I'i 、川 iや研究-14が rli 点していた。

ti}j/l日の Iltl 甘は i放料 {-7 ラズ 7の JI ，同研究であっ

た ダストはlJ!. /:I I芸だけでなく身近かなド斤て'ロケ

，トの燃焼物や lK [J jl によって超尚}語大気 'I' に rU t.

するし. また本 Jl~. やL! j! の tZ1 も微純子から桃成さ

れている。それらの i数料 fは周凶のプラズ 7や光

{-政出によって新川している。すなわちプラスマ

状態になっている この微粒 [-7 ラズ 7の僻'先か

紋近活発になってきたが， J'世論的研究か主て-'Jf験

は伴無といっていい。ノト [III はダスト 7 ラズ 7発， t

装 iE を製作した 機械」二作および'，lL -(-[ul~i\ I)'持は

が怖が良<， f士山 J主の W桜町 Jな協力により初期の

口 (I~J を i辛成することができて.ヘノレバーグ教 JfL

II出 i{ そうであった

‘片岡 (1( !i W II 本の f"J 3Ii\', 人 113300JJ 人)はア

ノ、ルトへイト問題でよく知られているか.教授に

よると.火J'fi'iーが多く尚子: ?i'100 人のうち l 人しか

まともな職業にっけないという。犯罪も多〈友人

のアルポート教伐の続減では1\1を 3 flid 能まれた

そうである。出合から大学への i直行い、の家々はハ

イビスカスやブーゲンビリアの咲き乱 II る嵯に塀

をめぐらし「佐犬注怠 J さらに「高'屯圧注意」は

ては「心蛇 i主立」の札までたてられていた。町外

れはインドやブラジノレと同級に掬!立小屋の立ちな

ら.;;1t l~iJi になっている 4 月には黒人を含む初 J
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ヘ色J 号訴宙 人工衛星の姿勢制御の話

第三回デ、ユアルスピン衛星 一宮敬慶

前凶述べた中純スヒン iお J1! には次のような欠点

がある (1)スヒンを布するため.地球上の限ら
れた地域をカバーする高利得アンテナや字I=ji :1:Hi]
の特定の Jj Ir'l を li'J '、た観測機株を俗， I在できない.

(n)スピン相Ii回リのtrt刊古EヰZ を h立大にする必裂が

あるため 1新Mの形状に対する制約が大きい

テ・ュアルスピン j~j lj'，は. スヒン 1M\.の干IJ点を残

しつつこれらの欠点を|徐〈方式で.スヒン部分と.

これと相対的に[1.11 ~弘するが'tai 乍!日lに対しでほぼ

静止したデスハン百1\分から憐成される。 nl，j おは信

号や1正 J) の伝達機備を:苛む軸受百1\で結令されてい

る〔凶 1 )。このf晶子T. 問中に，すえば.デスハン部

に十分強力な illi!liiJエネルギ 消放機構.すなわち

受到') :ダンパーを設けるだけで，げi性能市i七の自II何

にかかわらず安定にニューテーションを除き得る

ことが分かっている。つまり. I日|転しない部分を

備え.かつ縦長(=体状)の衛J{f，茸造を t';; f11でき

る。 'j ・'Ii i研の「さきがけ J rすいせい」や「ジオテ

イル」では jill信回線維保の必安から・デスパン

アンテナを1:iHfJしたが.スピン輸は依然，lu(大官i

性主軸に選ばれている。これに対し INTELSAT­

IV. およびその系列の抑止通信衛却では，必要な

'，lC 1)6布保のために.太陽1江池をIi/;った円筒状のス

ピン iff)の，'rが r:;j l"、 If; をとっているため. スピン相Ii

i立政小↑'1'it't:主軸と立っている。

デスハン店1\に倦載した地球観illil用俄総などを常

に直下 Ji li， j (nadir と呼ばれる)に 1"1 けてし、< ail!i却

は. スピン日1\ (またはデスノマン郎)に併a依した地

球センサからの{日4j と.スピン古[\に対するデスパ

ン書1\の IIIいきを表すい号にもとづいて.機|ーで 1'1 動

的に( -閉ループJ 的に)実ifされる。

外，f;L (第一 1 1.1 1 参 !!(J) の作用によりゆっくりと変

化するスピン納方 1"1 およびスピン回転速度を J亡に

戻したリ.必要に比、じてこれらを公民するには.

機卜ーの'iI!. 6:並イ i (磁気トルカと呼，;~)と地磁気繊界

の作用で生まれる磁気トルクを利用する Jj 法ーと.

ガスジェ y ト Ul'\Mによるリアクション(I正門ー用)

トノレ 7 を干Ij)日する Ji i去が代表(Il) である。ニューテ

ーンヨン巡動はダンハにより受動的に安定化され

ているので.これらの制御は附中さのためから.

地球局からの指令や.機トにプログラムされたコ

7ンドにむとづいて rl羽ルー 7 J (Il)に行われる。

そこで唱 1-，述の jili) ，! や探 11'機のみならず. LUNAR
-A の I:j船やそのペネトレ -7. あるいはド LANET

-B で to tli. J甘さJ.Lる.ラムライン (Rhumb Line)
法と呼ばれるスヒン軸 Jj 向変\l!制御法につき.図

2 を mいて附単に解説しておく。

これはスピン相IiのJi ri ， j を 11止ト])の Jjli'l Pi から pJi;立

の万 II'J Pfに.波数回のジエソト・ハルスのlIn射に

よって砂邸J させるために.各ジェ y 卜噴射タイミ

ング(実際には有限f闘のハノレスの'I' ，(，、)を守A え.

合わせて必安Ul'\射凶数を指定してその数だけ Ul'\射

を実行する一千法であり.必然的に発生するであ

ろうニューテーンヨンは. ;Ji本町Jにはダンパーに

より l吸収する。ラムライン法では. ~千噴射のタイ

ミングがそのための法iVdJ サ(通常は. .(キスピン

fitに太陽センサから何られる，、ルス Ll 号)から作

U(HHに対し-"じになるように選ばれている。この

)，~ iV を l~f るための天体(太陽)の fil ，'j Ps を極軸

(Z) とする大球トーに角運動 111(近似的にはスピン

制!の }j向と考えてよ L 、)の軌跡を怖くと.経度線

と一定角 S をなすのが特徴である。この軌跡、を j

jレカ卜ーノレ閃法で kすと直線となる。*京湾の HI

u からサンフランシスコ仰の人円まで骨白て寸 f くた

めに.北桜lj\の Ji I"j と i並行 JJI"j とが常にある一定

角度を保つように進んで行けばほぽ I~ 的地に到達

できることに対応している(何度になるかは各1"1

;J<めて下さし、 lo (にのみや・けいけん)

z

デスパン部

(静Lヒ)

)服部

スピン部

(白話) x

内 •f
v

図 1 デユ戸ルスピン衛星 図2 ラムライン法によるスピン刻方向移動

13



赤提灯文化論

いら焼円J の町、悩1広収lを受けたとき.これは -.J・

3笠かうたなと伐念であ勺た というのは:; -'f.f',:,i'j

l ヵ J If'.' 入院して以来治煙を守リ.又 ~i とんど γ

川を ':jーって L 、るか句てeある、そ iL以 Ii有には岬2 巾を

lリ心、 x. i内!.，IV;む I) で卒1ifN， -fl'r， であゥたから til Il

ない

しかし そ Il L20.1ト IiI)アメリカかり ·hJI EIするま

ではそんなにひどくは熊か勺た. といゥてむ;J~り

f;t~て("(えないから知れ主 t 、。アメリカてて止ロサ

ンゼルス7) '<1; 外の r 、サ子十という岡 l に休んでいて.

ジ J ト l1hjtfill: 先I' lr (.JPL) という". \日 1 の uJI 究

rilr に i' !Jめていた アメリカではよく)， 11 り IL ている

ように.タ Ij :;II.\' になるとマネージベーで L fm 凶

7)工/ジニアでし一汗に川'としてしまう !;[勺て

太郎分の人 I j:(i11.\' に'上1'1'とに，i" i: ~ 、ている 'Ii てソ凶

Ifl)1_ ているせいしあって J主 'I' で/正人ど一杯や"

て -hI:' ，る l吋↑ 11 はない そ1Lでは余リ II木公ないからか

L 、わゆるホームハーティを Ilfl \、て友人 j、主を III ん

てお 4州を師、t; ただニ ilL なかなか大変であ J て

，;11 かのアメリゥ i'~i (, 記l二 DL 、てあうたか.中ttl かり

'ぶのも 1:·1;~:. n物.それかけ料 JII!.と犬附で|品 I) して

それ 4 そ日を J、リ 8しして 'I( f桁する そして，、ーテ

ィの好i まる 10うtliij になるときヮ:: 'JIiを」「i i トぇ. }~

そがえて fillιF む燃か勺たよう ~:di! をして:ニニやか

二 llHl1 :I)併を辿ぇ人 il る らちろんお本: .tI.月以か

ちるいはウー J:" 7 レ/ドを同f'Iしてくる そうし

たホ -J.. .I 、ーテ J はそれなりの良さはあるか. 'Ii

Hi,:土や'土 I) 大企J て年 21叫 fJiーがそれ、ぜいて\?〉る そ

1L以外‘ '1\ 1'1': よ Ili· lI~ ビ -Iしかウイスキーを I. ~

H、師、む f'I'.1正てあった そ1Lててま. ·Ltt，しいのて jl，'，!

末:こは r，:\、友人のァ，、 i をみねて数人てリ;ま，

西村敏充

ていた 下名が~Ol~\i'を過ぎて·!lt;1 りするニとにdとめ

た一つのJ甲巾に いわ t·t>る 4、従士 l へのノスタルジ

アヵ、あ勺たというて L ~J，として申左ではない

そんむ lilt て'， .j'.i1りしてある会祉の新設の WI究所に

IfiJfl5したがドかイ、すか研究所から jlI寄りの.) I{

の~}I-~ までの II\] に，J\<1 IUJ 7)小さな Jilt がすらっと ·I f'.ん

でいた そこでぶい友人速と伐 lI f飲んでいる liil に.

い勺はしの桝飲みになってしまったという ri'{ て♂あ

る

しかし 当 H与つくづく!必じたことはーアノリカ

と比べて(当時 it. アメリカしまだ 11 かな H き時

代て“あった I J立路し 炊いし %小川といわれた小

さ(.. fi:/，';かり 4的 ti 屯 'I' にl[(勺て j泊 i"!J L. IxL 伐五た

して "1 懸命働いているをを凡て.ょくしこれで

小命が起きない L のにと忠円たむのである そし

てこの小命を|みいでいるのはまさにニの品、 l1U] で.

サラリー 7ンが会刊の不 ;I~~j を述べたり. IJ 立の :ll.';

II を， i ったりしてエネルキーを党散しているかり

ではないかと忠した ニハは全< "1Li f， tの社会開

1;1白てあリ 反 "1\ 命 .PV.li'i 詰てある

そ刀 I圭 I~ 鹿々児 JJJ の内之浦射場に 11 き. f主 1，j に

ニェーロケ，トとい 7 小さヰノぐーで地耐を自 jょんな

か".尖 J! 『を必る H 先'I'..\1 I¥:'Lj 主とカラオケで

::jf; , t~ (I):ょ i74 由、 L \、 JLI い 1 1\てある イ、，ILL;義主ニと

に 収 }l~に民ヮて焼門 j をIV;むと ll~~ LJ;~\もない土

うでよ t f ，こ好きにな1Lないている

ィ l"i:土!J病 I ~ -I' IJ くといれれるカ.やはけ Ii を』立す

と J'iくないよヲで 日 lJ!J: 判決怖の身て'あるか.

γ、仲!ます勺と厳守するとして.ィ内ク】 I) :よ杉 't 1'r:(J) 結

~~をはながり.そ1Lを行としてはど ltrに 1 1>るめ

ていきたいと与えているー(にしむ I ， ・とし九/) I

-
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